
自己点検・評価 

2026 年 4 月 1 日 

東京平田日本語学院 

 

本学院は、法務省出入国在留管理庁の定める日本語教育機関の告示基準に基づき、教育水準の向上を図り、日本語教育

機関の目的を達成するため、本学院の運営について毎年 1 回、4 月に自己点検・評価を実施し、運営改善に必要な措置を

講じるものとする。 

 

 

1. 教育の理念・目標について 

 

〈建学の理念〉 

「街から信頼され、共に生きる人材の育成」 

私たちは、地域社会に溶け込み、信頼され、歓迎される人材の育成を目指します。信頼関係を築く力を養い、地域社会と共に

成長できる人材を輩出します。 

 

〈教育目標〉 

・日本語力を通じた関係構築 

 日本語を人との関係を築くための手段として活用し、社会の中で円滑なコミュニケーションができる力を養う。 

・コミュニティへの帰属意識の醸成 

 日本のルールや習慣を理解し、地域社会の一員として自然に受け入れられる態度や行動を身につける。 

・相互の信頼を築く力の育成 

 文化や価値観の違いを受け入れ、誠実なコミュニケーションを通じて互いに支え合える関係を築く力を養う。 

 

〈育成人材像〉  

・レベルに応じた日本語の熟達。最低でも日本国内で就労し生活が営める程度以上の語学力を持つ 

・日本のルールに基づいた価値観、考え方、文化、習慣を深く理解し、地域での暮らしの中で実践できる 

・将来、日本・祖国・世界のために貢献する志を持つ 

 

 

5:達成している 4:ほぼ達成している 3:どちらともいえない 2:取り組みを検討中 1:改善が必要 

評価項目 評価欄 

1-1.  教育の理念・目標・育成人材像が明確に定められているか 5 

1-2.  教育の理念・目標・育成人材像は社会のニーズに合致しているか 5 

1-3.  教育の理念・目標・育成人材像が教職員・学生に周知されているか 4 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

昨年度では創設者平田幸男が遺した創設の理念を、「基本理念、目的及び目標」として、現代の法務省告示校、そして認

定日本語教育機関に求められる姿に再構築し定めた。よって 1-1、1-2 は 5 とする。1-3 に関しては、その「基本理念、目的

及び目標」をさらに教職員・学生に通底する段階にあると考えられたため、4 とした。 



 

 

2. 運営について 

 

評価項目 評価欄 

2-1.  日本語教育機関の告示基準に適合しているか 5 

2-2.  教育の理念・目標に沿った運営方針や事業計画が策定されているか 4 

2-3.  組織運営に関する規定やシステムが整備されているか 4 

2-4.  受け入れようとする学生に対して、理解できる言語で情報提供を行っているか 5 

2-5.  情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4 

2-6.  外部からの情報収集が効率的に行われ、かつ、共有化する仕組みがあるか 4 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

当学院では現行の告示基準に適合した運営が行われている。１項で述べた通り昨年は「基本理念、目的及び目標」を再構

築して定め、それに沿った教育プログラムや組織運営を推し進めているところであるが、制定後まだ時間を経ておらず、一部はよ

り通底させる余地があると考えられるため、4 の評価とした。 

 

 

3. 教育活動について 

 

評価項目 評価欄 

3-1.  教育の理念・目標・育成人材像に沿った教育課程が体系的に編成されているか 5 

3-2.  成績評価や進級、卒業の判定基準は明確となっているか、また、適切に運用されているか 5 

3-3.  教員の指導力向上のための取り組みが行われているか 4 

3-4.  教育課程の改善のための取り組みが行われているか 4 

3-5.  授業開始までに学生の日本語能力を試験等により判定し、レベルに応じた適切なクラス編成を行

っているか 
5 

3-6.  教員に対して、担当するクラスの学生の学習目的、編成試験の結果、学習歴その他指導に必要

な情報を伝達しているか 
5 

3-7.  教員の能力、経験等を勘案し、適切な教員配置をしているか 5 

3-8.  授業記録簿及び出席簿を備え、正確に記録しているか 5 

3-9.  補助教材、生教材を使用する場合は出典を明らかにするとともに、著作権法に留意しているか 5 

3-10. 学生による授業評価を定期的に実施しているか 3 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

現在の学生には、今まで通りの教育活動を行っているが、認定日本語教育機関へ向けて、教科書の変更等を取り組む予定

です。 

 

 



4. 学修成果について 

 

評価項目 評価欄 

4-1.  入学から修了・卒業までの学習成績を記録・保管し、適正に管理しているか 5 

4-2.  修了・卒業の判定を適切に行っているか 5 

4-3.  学生が受験した日本留学試験、日本語能力試験等の外部試験の結果を把握しているか 5 

4-4.  学生の卒業後の進路を把握しているか 4 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

学生の試験の結果等に関しては、適切に管理できている。卒業後の進路は、進学以外の学生の進路の確認に時間がかかっ

ている。 

 

 

5. 学生支援について 

 

評価項目 評価欄 

5-1.  学習相談や進路に対する支援体制が整備されているか 5 

5-2.  留学生活に関するオリエンテーションを入学直後に実施し、また、在籍者全員を対象に定期的に

実施しているか 
5 

5-3.  日本社会を理解し、適応するための取り組みを行っているか 4 

5-4.  住居支援を行っているか 5 

5-5.  アルバイトに関する指導及び支援を行っているか 5 

5-6.  対象となる学生全員が国民健康保険に加入し、併せて留学生保険に加入しているか 5 

5-7.  定期的に健康診断を実施しているか 5 

5-8.  地方出入国在留管理局により認められた申請等取次者を配置しているか 5 

5-9.  入管法上の留意点について学生への伝達、指導等を定期的に行っているか 5 

5-10. 怪我や感染症、交通事故及び災害発生時等の緊急時における体制が整備されているか 5 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

学生が日本の生活で困らないようなサポート体制を敷いている。しかし、日本の社会に関わる行事やイベントを積極的に参加

できていない点が見られるので、今後参加できるようにしたい。 

 

 

6. 教育環境について 

 

評価項目 評価欄 

6-1.  施設・設備が十分かつ安全に整備されているか 5 

6-2.  適切な教材を使用しているか 5 



6-3.  学習効率の向上を図るための環境整備がなされているか 5 

6-4.  教室内は十分な照度があり、換気がなされているとともに、語学教育に必要な遮音性が確保され

ているか 
5 

6-5.  授業時間外に自習できる部屋を確保しているか 3 

6-6.  教育内容及び学生数に応じた図書やメディアが整備され、常時利用可能であるか 5 

6-7.  視聴覚教材や IT を利用した授業が可能な設備や教育用機器を整備しているか 5 

6-8.  バリアフリー対策を施しているか 3 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

学生が落ち着いて勉強できる環境を整えている。これから日本語教育に ICT を積極的に導入するため、整備する必要があ

る。 

 

 

7. 入学者の募集について 

 

評価項目 評価欄 

7-1.  教育内容、教育成果を含む最新、かつ、正確な学校情報が入学希望者の理解できる言語で開

示されているか 
4 

7-2.  募集活動を行う国・地域の法令を遵守した募集活動を行っているか 5 

7-3.  海外の募集代理人(エージェント等)に最新、かつ、正確な情報提供を行うとともに、その募集活動

が適切に行われていることを把握しているか 
5 

7-4.  入学選考基準及び方法が明確化され、適切な体制で入学選考を行っているか 5 

7-5.  入学志願者の学習能力、勉学意欲、経費支弁能力、日本語能力等を確認するとともに、受け

入れるコースの教育内容が志願者の学習ニーズと合致することを確認しているか 
5 

7-6.  入学にあたり納付が求められる入学金、授業料その他納付金の金額及び納付時期等の情報が

明示されているか 
5 

7-7.  関係諸法令に基づいた学費返還規定を定め公開しているか 4 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

告示基準に基づく入学選考はおおむね達成できている。今後、認定基準に基づく入学選考に移行予定であるが、引き続き学

習意欲の高い入学者の受入れに努めていく。 

 

 

8. 財務について 

 

評価項目 評価欄 

8-1.  財務基盤は中長期的に安定しているか 5 

8-2.  予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 5 

8-3.  会計監査は適切に行われているか 5 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 



設置者平田企画株式会社、ならびに平田建設グループの経営は堅調であり、予算・収支計画も妥当なものが策定され履行

されている。会計監査については設置者の経理担当者を通じて設置代表者が日々監視しているほか、顧問税理士が毎月、

確認していることから、適切に実施されているものと考える。 

 

 

9. 法令遵守について 

 

評価項目 評価欄 

9-1.  出入国管理及び難民認定法令及び各種関係法令等の遵守と適切な運営がなされているか 5 

9-2.  教職員のコンプライアンス意識を高めるための取り組みを行っているか 5 

9-3.  個人情報の保護のための対策をとっているか 4 

9-4.  出入国在留管理庁及び関係省庁等への届出、報告を遅延なく行っているか 4 

9-5.  自己点検の実施と改善及びその公開を適切に行っているか 4 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

関係法令の遵守は告示校・認定日本語教育機関の運営において、最低限度の必須事項であり、当然当学院も徹底してい

るところである。個人情報保護についても十分配慮しているが、研修の実施やマニュアル整備など、一層の改善の余地があるた

め、4 とした。関係省庁への届出・報告については、現在は仕組みの改善を行ったが、見落としにより一部報告が大幅に遅延

する事案が昨年度発生したため、4 とした。来年度は５とできるよう十全の管理を行ってゆく所存である。自己点検について

は、現行の制度下では適切に行われていると考えられるが、認定校への移行に向け内容の変更を準備中であり、改革の途上

にあることから、４とした。 

 

 

10. 地域・社会貢献について 

 

評価項目 評価欄 

10-1. 教育資源や施設を活用した地域・社会貢献を行っているか 5 

10-2. 学生のボランティア活動を奨励・支援しているか 3 

10-3. 公開講座等を実施しているか 3 

〈現状・具体的な取り組み/課題〉 

地域の日本語学校と合同で勉強会を行っている。また、多文化共生フェスティバルのスピーチコンテストに参加した。 

これからたくさんの学生の参加を募れるように努めたい。 

 


